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論文内容の要旨

27Al および 40A をサイクロトロンからの 5.7Mev 陽子でたたいた時発生する r線を分析した。五|三弾性散

乱された陽子をも同時に測定， 27Al および 40A の励起準伎の性質につき次のような結論を得る事が出来た。

C27Al] 

27Al の 2.206， 2.727, 3.0 MeV 準位からの転移の分岐比は次のようである口

2.205 Mev 準位から

2.727MeV準位から

3.0MeV 準付:から

基底準位へ 96%以上

0.842 MeV 準位へ 2%以下

l.013 MeV 準位へ 2%以ド

基底準位へ 約30%

0.842 MeV準枕へ 7%以下

1.013 MeV準位へ 約70%

2.205 MeV準位へ 7%以下

基底準位へ 約80%

0.842MeV 準位へ 7%以下

l. 013MeV 準位へ 7%以下

2.205MeV 準位へ 7%以下

2. 727MeV 準位へ 約20%

以上の値は各準イ立を)乱起して非弾性散乱された陽子と同時計数された T 線のスペクトルの分析から得た

ものである。これらの値は27Al の場合に Nilsson Model が適用されることを示唆するものである。

次に 27Al による 5.7MeV 陽子の散乱の機構をしらべる為に 27Al の 2.205MeV 準{立を脱起して B L 工 90口

方向に献乱された既子群と 2.205 MeV の 7線の究度荘関をしらべ?こ。この場合防角度ネ!関は B L 二 0 0方向
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と e L ==90 0 方向に良い対称性を示し，核反応が複合核過程を通って進行する事が確められた。

仁4JA]

40A の 2.13 MeV, 2.54 MeV 準位からの T 転移の分|岐比は次のようである。

2.13MeV 準位から 基底準位へ 10%以ド

1.46 MeV 準位へ 90%以上

2.~4 MeV 準付:から 基底準位へ 約20%

1. 46MeV 準位へ 約80%

2.13 MeV 準位へ 約 3%

分u皮比の求め方は27Al の場合と同様である。

40A の励起準位のスピン，パリティが次のように求められた白

p/-f の角度相関と f-fの角度相関の測定から 2. 13MeV 準位のスピンが 0+ と assign された。

2.54MeV 準位の分岐比から 2.54MeV 準位のスピン，パリティが 1+ または 2+ と assign された。

T線スペクトル， f-f同時計数スペクトルの分析から 40A の励起準位のエネルギーを正確にきめ，またそ

れらの準位からの転移として観測されたT線を分類した口乙の観測の際に40Aの準位からでない T 線が見出

されたので中性子検出用のシンチレーターを用いて研究した口 n-f 同時計数スペクトルから乙れ等の T 線

は (p， n) 反応によって 4GK から出るものである事を確め， 40Kの励起準位閣の転移として分類じた。

論文の審査結果の要旨

原子核を研究するためにその励起準位をしらべることは基礎的な重要な仕事であるの放射性核について

放出される T 線を分析する研究は従来)よく行なわれて励起準位についての貴重なデータが得られてきたが

放射性でない場合にはこの方法は用いられない。このような場合に核反応を起して核を励起し発生する r

線を分析すれば広い範囲にわたって原子核の励起準位の研究を行なうことができるのしかし乙の種の研究

は特殊の場合以外は実験的な種々の困難のために比較的研究は少ない。

三浦君は以上述べたような目的の下にサイクロトロンを用いて核反応に伴なう T 線分析の研究を数年に

わたって行なってきたのである。今回提出した論文の内容は5.7MeVの陽子の非弾性散乱によって 27Al お

よび 40Aの励起準位を調べたものである。まずサイクロトロンからの陽子の細いビームを薄いAl箔にあて

て散乱される陽子を CsI シンチレーションカウンターで分析し， Al のいろいろの励起準位に対応して非

弾性散乱された陽子の群を分離することができた。次にこの各陽子群と同時に放出される T 線のスペクト

Jレを同時計数法で求めた。このスペクトルの分析から各励起準位からそれより下にあるいくつかの準位へ

T 線転移する確率の比が求められるのこのようにして求めた分岐比はあいまし、さの最も少ない確実な値で

あると考えられる。

この値を基にしてスピンパリティについての推論を行い27Al の場合にも集団模型が適用されるのではな

いかと論じている口

次に 27Al の 2.205 MeV 準位に対応する非弾性散乱陽子と T線の角度相関の測定から陽子エネルギー5.7

MeV においては複合核過程が行なわれる乙とを明らかにした。
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40A の場合にも同様の実験から T線の分岐比を求めたが，この場合はさらにr-r角相関の実験により 2.13

MeV の準位につきスピンパリティ 0+ を確定することができた。ま Tこ T 線のエネルギーの測定から励起準

位のエネルギー値を従来のものから若干訂正したが，その値はその後 Livermore で行なわれた実験で正し

いことが石室められた。

40A の場合には (p， n) 反応も起るので中性子検出用の大型のシンチレーターを組合せて (n， r) 同時計

数の実験を行ない (p， n) 反応によって 40K から出る T 線を調べることができた。 (n， r)同時計数法で r

線を分析する実験は新しい研究万向を開いたものといえよう。

以上三浦君の研究は優秀な技術によって困難な測定に成功し励起準位についての貴重なデータを得たも

のであるつよってこの論文は理学博士の学位論文として十分な価値があるものと認めるつ
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